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主な研究テーマ 

1.光子を用いた量子情報通信および量子計測技術の開発 
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電子や光子を用いた量子情報処理・通信技術
の実用化を目指し、未来の量子情報通信の中
核となるべき極限技術の開発に積極的に挑戦
している。 

・光子を用いた量子情報通信および量子計測技術の開発 

・半導体ナノ量子構造を用いた電子光子制御デバイス 

・ナノフォトニックデバイスを用いた量子光源の開発 

・巨視系における量子論の基礎問題の検証 

量子ビット 

古典 

量子 

光子の量子性を駆使した革新的量子情報通

信および量子計測技術を開発する。 

•真にランダムな偏光をもつ単一光子の発生・
検証に世界で初めて成功 ―光子を用いた量
子サイコロ―ダイアモンドNV中心から新しい
乱数発生法を開発（Scientific Reports誌2017

年掲載） 

•測定誤差と擾乱に関する新たな不確定性関
係（小澤の不等式，Branciardの不等式）の実
験的検証に成功。（Scientific Reports誌2013年
掲載、Phys. Rev. Lett.誌2014年掲載） 



2.半導体ナノ量子構造を用いた電子光子制御デバイス 

4.巨視系における量子論の基礎問題の検証 

半導体量子ドット中の励起子は長い位相
緩和時間を示し、光と非常に強く相互作
用する。この特徴を生かし新規の量子論
的デバイス開発と新しい光学効果の解明
を行う。 

•InAs系量子ドットにおいて量子ドット中

の電子分極間の相互作用による位相回折
格子の観測に成功。(Phys. Rev. B誌2017年
掲載) 

•InAs系量子ドットにおいて量子ドット中

の局所電場効果に由来するラビ振動の観
測に成功(Phys. Rev. B誌2013年掲載)。 

 
3.ナノフォトニックデバイスを用いた量子光源の開発 

光をナノ空間に強く閉じ込めると量子電
磁気学的効果が顕著に表れ、光と物質の
相互作用の大きさを制御することが可能
となる。この特性を利用し、高効率量子
光源の開発を行う。 

•ナノファイバーに回折格子を装着するこ
とで新しい原子の捕捉法を提案。 (New J. 

Physics 誌2016年掲載) 

•ナノファイバーに微小共振器を装着する
ことに成功し、量子ドットからの単一光
子発生の高効率化に成功。 (Phys. Rev. lett.

誌2014年掲載) 

 

量子力学では巨視的物体においても量子力学
的重ね合わせ状態の達成を予測している。こ
の巨視的物体の量子力学的状態を観測し、量
子論の基礎問題の検証を目指す。 

•三角共振器の利用を提案し、量子反作用
の観測に成功した。(Phys. Rev. A誌2016年
掲載) 
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産学連携を希望するテーマ 

・高性能量子光源および光子検出器の開発 


